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11 月 15 日 ラグーナ合同レース 

      MCC11 月ポイント 

 スモール 11 月ポイント 

11 月 28 日 外洋東海年末パーティー 

12 月 12 日 ＭＣＣ年末パーティー 

 

10 月早朝レース 

微風スピンスタートのホーネット 



１０月早朝、佐久島レース優勝、３連覇達成 

ホーネット 中村 

 

年間総合はホーネットの3連覇か初優勝を狙うスーパーウェーブか・・・ 

今年の後半戦、大事な一戦。気を抜けない戦いになると思って参加したが相手

のスーパーウェーブが来ない。電話確認すると乗員が集まらない、来週からの

東海チャンピオンシップを優先したためのことだという。ホーネットは MCC

レースには珍しく８人のフルメンバー。 

オデッセイ、ダンシングビーンズも不参加でコミッティーのアルミスを加えて

４艇のレース。艇長会議では風がなくコースは短い方の観測ブイ回航となった

がそれでもタイムリミットが気になる風だ。 

スタート時はほとんど風なし、わずかな風は東寄りの北風、ハーバー入口から

スピンでのスタート。わずかなパフを探しながらスタートした。スタート１０

分後、まだ三谷温泉下にいる。アルミスがスタートし追いかけてくる。こんな

距離では風が上がれば直ぐに帳消しだ。 

東方向は風なく大島方向にパフを見つけいち早くジャイブ、大島へ向けた。 

８時過ぎには仏島沖立標沖に、後続とは少し離れた。その後も先行有利のまま

推移、８時４０分には豊橋マークを通過。ジャイブして佐久島マークを目指す。 

風は相変わらず少ないがさらに落ちた。２番手べべのマーク回航は１０時、 

１時間以上の差が開いたが距離は２マイル程度、風は向かい風になったが安定

しだした。１０時半には順調に走りだし西浦半島沖を通過、アルミスがべべを

抜いた。 

佐久島マーク通過が１１時２０分、スピンランに。２番手のアルミスのマーク

回航は１１時４５分、大分追いつかれているが距離はそこそこある。帰りの豊

橋マーク回航は１２時５０分、アルミスが１３時８分に。距離はあるが時間差 

がかなり縮まっている。最終レグもスピンで一直線。ここが勝負と声を掛けて頑張る。 

１３時３１分フィニッシュ、アルミスが気になり、しばらく待機するが風が少し落ち遅れている。 

安心して入港した。これで年間総合３連覇達成できた。 

７時１０分、アルミスのスタート時 

８時、仏島沖、立標沖 

１０時、べべ豊橋マーク回航 

１１時２０分佐久島マーク回航 

１２時５０分豊橋マーク回航 

１３時３１分フィニッシュ 



       佐久島レース（早朝） 一口コメント 
 

 

ホーネット 

微風の中、スピンスタート。コミッティー有利と思われたが、上手く風を掴んで先行。 

豊橋マークまでに大きな貯金ができた。 

佐久までは南西の風を先に掴みリードを保ち、風に恵まれ優勝できました。 

 

アルミス 

いつもは有利にはたらくコミッティー10分遅れのスタート。今回はダメでした。 

一時、1時間以上離されましたが15分遅れ程度まで回復できました。 

もう少し風があれば・・・・ 

 

べべ 

ホーネットの微風の中での帆走が圧倒的に速く、べべもパフを探して走るが 

中々そこまで行けなかったり、蜃気楼のように消えてしまいうまくいかなかった。 

豊橋マークまでで勝負ありで、後半やや盛り返したようだが全然及ばずでした。 

 

アネックス 

べべの後で佐久マークを回航、そのまま東海マリーナに帰りました。 

ありがとうございます。 

 

 

コメント 

ホーネットとスーパーウェーブの年間総合の決着が掛るレース。でもスーパーウェーブの姿がない。 

聞けば来週の東海チャンピオンシップ参加のためそちらを優先、連続での要員確保ができなかったという・・・・・オデッセイも

要員不足で不参加。集まったのは 4 艇。弱い風のためコースは短縮で佐久島観測ブイ回航になった。 

アルミスはコミッティーで 10 分後のスタート。微風のレース、コミッティーに大きなボーナスだ。 

わずかな風の中、3 艇がスピンスタート。べべは早めのアプローチで風のないハーバー内に入り込みスピンアップが遅れて

しまった。ホーネットはスターと同時にスピンアップ、少ない風を拾い少しずつ前へ。 

10 分遅れのアルミスのスタート時、3 艇は目の前だがやはり風はない。先頭のホーネットはジャイブして大島方向へ、後続に

はなかなかその風が届かない。 

先行艇有利のまま豊橋マーク、佐久島マークを回り後半戦に入った 12 頃から少しずつ西風が安定。またもスピンランに。トッ

プとの距離は離れているものの時間差は縮まり復路の豊橋マークでホーネットとアルミスの差は 15 分程度までになった。 

最終レグもスピンで逃げ切ろうとするホーネット。風が強まれば後続艇有利になりアルミスの逆転も考えられる。だが、ホーネ

ットフィニッシュ後に風が弱まり時間差は開いてしまった。後続のべべはタイムリミットを気にしなければならない状況に。微

風に弱いべべだが最後まで頑張り時間内フィニッシュ、銅メダルを得ました。 

レース後のパーティは蒲郡荘が利用できないためクルーズインに料理を頼み、海陽ハーバーの１Ｆコーナーで何時ものよう

にビデオ、写真を見ながら実施しました。 

名称 佐久島レース               

コース Ｓ→小島→豊橋→佐久Ｍ→豊橋→小島→Ｆ 

距離 25 マイル              

風速 5m/ｓ以下               

スタート 7:00:00          (B)  (A*B) 順位 

ｾｰﾙ No 艇  名 TYPE MRC 到着時刻 着順 所要時間 修正時間 得点 

5791 Hornet Seam 31 1.013  13:31:50 1  6:31:50 6:36:56 1  

4774 Armis 5 J/V9.6CR 1.010  13:44:23 2  6:44:23 6:48:26 2  

4825 BeBe Pioneer 9FR/PB 0.911  14:41:37 3  7:41:37 7:00:32 3  

6155 ANNEX V First 36.7 1.018  ＤＮＦ       ＤＮＦ 

 

 



ＭＣＣスモールポイントレースホープ優勝     ＨＯＰＥⅠ 北河 

 久しぶりのスモールレース参加となります。メンバーは３名なので軽風であることを願って海陽ＹＨ

を出航。 あや、ハニービー、ホープの３艇であるが「ホープ」は「あや」とポイント差が今回１位と

なると同ポイントになるため秘かに狙っていました。 

レース海面につくと風は微風である。スタート位置取りはラインから離れずリミット側からポートで

スタート後スピンアップと決め慎重にアプローチしていったが最後尾スタートとなってしまった。 

 １下マークヘは３番であったが「あや」が「ハニービー」にスターボーで抑えられ止まっているよう

に見えた。ホープはマークと「あや」の間に上手く入ることができ２番で回航１上マークに向かった。 

１上マーク回航に手間取り、またまた最後尾になり差も少しつけられてしまった。 このまま追従し

ても勝機はないと思いジャイブし沖出しとした。艇速は何とか保っている。岸側に行った２艇のスピー

ドはないように見えた。 

 我慢の沖だしであったが大島方向に風があるように見え２下マークへのジャイブポイント確認しな

がら、気になる２艇（岸側に行った）を見ると風がなくスピードがないように見えた。 

２下マークへのジャイブをミス無く艇速もあり逆転しかなり前に出ることができた。しかし、２下マ

ーク手前でスピンで上れなくなり、早めのジブアップとなった。 

２下マーク回航後はスピード重視で「あや」を抑えながらしばらくタックを繰り返していたが、「ハ

ニービー」がスピードあり差が詰まってきたように思えたが、「二兎を追う者・・」のことわざを思う

も「ハニービー」に抑えタックをし１位フィニッシュ狙いに切り替え、「スピード・スピード」ひたす

ら艇速重視でラインに向い無事フィニッシュすることができました。  

レース参加の皆さんお疲れ様でした。楽しんだレースでした。 

コミッティーの皆さんありがとうございました。 

コメント 

残り 2 レース、トップ争いはホープとアヤが僅差で迎えた 10 月ポイントレース。 

天候は雨模様、風は少なく南西の予定が東系の微風。コースはランニングスタートの竹島マーク 2 往復に決定。 

スピンスタート、ハニーとアヤがほぼ同時、ホープがやや遅れてスタート。ハニーとアヤは漁港寄りに進む。ホープ

は沖へ。下マークは混戦に。ジャイブしたハニーがスターボーでアヤを抑える。遅れたホープが追いつき隙間を狙い

内側で回航。微風のクロ－ズ、遅れたアヤは岸に寄る。結果、良い風を得てホープに逆転。ハニーに続く。 

漁港方向に進むハニーとアヤ、一進一退でトップ争い。ホープは風に見放され遅れて回航。 

ホープは追いつくのは難しいと判断、風を捜し西沖に向ける。これが大当たり。マーク回航では逆転しトップに立つ。 

少ない風の中、最終レグ、ホープがトップを維持しファーストホーム。 

気になる順位はアヤが何とか 2 位を確保。総合は 2 艇が同点首位になった。 

名称 スモール 10 月ポイント   コース  S-下竹島-上Ｓ-下竹島-F 

      距離   3.2 ﾏｲﾙ 0.8  

      風速   5m 以下     

        スタート   11:00:00     

             (B)  (A*B) 順位 

ｾｰﾙ 艇  名 TYPE MRC 到着時刻 着順 所要時間 修正時間 得点 

6496 Hope YAM21C 0.817  12:11:53 1  1:11:53 0:58:44 1  

375 ＡＹＡ Y 21R&CT 0.828  12:13:27 3  1:13:27 1:00:49 2  

4418 HoneyBee YAM23 0.844  12:12:09 2  1:12:09 1:00:54 3  

 



2015　MCCレース委員会

前期 出

総合 艇 上位5レース

回

２０１５年度　ＭＣＣ年間レース成績表

前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期 後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

三河湾周航ﾚｰｽ 8月ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ,ﾃﾞﾆｽｺﾅｰ 佐久島ﾚｰｽ

ホーネット

ホーネット ホーネット

ホーネット スーパーウェーブ

ベ ベ Ⅲ スーパーウェーブ優  　勝

レース名 ４月ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ 春のﾁｬﾝﾋﾟｵﾝﾚｰｽ MCCカップレース

ﾌｧｰｽﾄﾌｫｰﾑ ノーレース ﾎｰﾈｯﾄ/ﾀﾞﾝｼﾝｸﾞ ホーネット ホーネット 総合 （上位６レーストータル）

後期 年間総合秋のﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ

スーパーウェーブ ホーネット

9月ﾎﾟｲﾝﾄﾚｰｽ,理事長杯

回

艇　名 TYPE 順位 得点 累計 順位 得点 累計 順位 得点 累計 順位 得点 累計 順位 順位 得点 累計 順位 得点 累計 順位 得点 累計 順位 得点 累計 累計 順位 艇  名 累計 順位 数 得点 順位

ホーネット SEAM31 C 7.5 7.5 3 8 15.5 1 10.25 25.8 1 10.25 36.00 1 3 8 44.0 2 9 53.0 1 10.25 63.3 A 0 63.3 27.25 1 ホーネット 55.75 1 7 47.75 1

アルミスⅤ J/V9.6 C 7.5 7.5 2 9 16.5 6 5 21.5 2 9 30.50 3 4 7 37.5 5 6 43.5 2 9 52.5 A 0 52.5 22.00 3 アルミスⅤ 47.50 2 7 41.50 4

ベ ベ Ⅲ PION9 C 7.5 7.5 6 5 12.5 2 9 21.5 A 0 21.50 6 1 10.25 31.8 4 7 38.8 3 8 46.8 A 0 46.8 25.25 2 ベ ベ Ⅲ 46.75 3 6 41.75 3

スーパーウェーブ SLOT31 C 7.5 7.5 1 10.25 17.8 4 7 24.8 C 8 32.75 2 A 0 32.8 1 10.25 43.0 A 0 43.0 A 0 43.0 10.25 6 スーパーウェーブ 43.00 4 5 43.00 2

ダンシングビーンズⅢ SEAM31 C 7.5 7.5 4 7 14.5 3 8 22.5 A 0 22.50 5 5 6 28.5 3 8 36.5 A 0 36.5 A 0 36.5 14.00 5 ダンシングビーンズⅢ 36.50 5 5 36.50 5

ホーネット ホーネットベ ベ Ⅲ スーパーウェーブ優  　勝 スーパーウェーブ ホーネット

ダンシングビーンズⅢ SEAM31 C 7.5 7.5 4 7 14.5 3 8 22.5 A 0 22.50 5 5 6 28.5 3 8 36.5 A 0 36.5 A 0 36.5 14.00 5 ダンシングビーンズⅢ 36.50 5 5 36.50 5

オデッセイ IMS950 C 7.5 7.5 5 6 13.5 5 6 19.5 DNF 5 24.50 4 A 0 24.5 6 5 29.5 A 0 29.5 A 0 29.5 5.00 8 オデッセイ 29.50 6 5 29.50 6

アネックスⅤ First36.7 A 0 0.0 A 0 0.0 A 0 0.0 A 0 0.00 7 6 5 5.0 7 5 10.0 DNF 5 15.0 A 0 15.0 15.00 4 アネックスⅤ 15.00 7 3 15.00 7

ブーメラン J92 A 0 0.0 A 0 0.0 A 0 0.0 A 0 0.00 7 2 9 9.0 A 0 9.0 A 0 9.0 A 0 9.0 9.00 7 ブーメラン 9.00 8 1 9.00 8

スモール 4月 ５月 合同 6月 7月 マリンカップ ８月 デニスコナー９月 理事長杯 10月 11月 合同 累計スモール 4月 ５月 合同 6月 7月 マリンカップ ８月 デニスコナー９月 理事長杯 10月 11月 合同 累計

順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 順位 得点 得点 順位

あや YAM21S 1 10.3 1 10.3 2 9 あや 29.50 1

ホープ YAM21C 強風 2 9 1 10.3 1 10.3 ホープ 29.50 1

ハヤブサ FAR727 3 8 2 9 9 ハヤブサ 26.00 3

ハニービー YAM23 2 9 中止 3 8 ハニービー 17.00 4

20 17 37

年間総合優勝 ： （蒲郡市長杯、ミール杯）ポイントレース総合優勝 ：

3 6出　艇　数 5 6 6

（市川カップ） １：コミッティ艇がレース不参加の場合、参加艇平均の得点を

　　与えＣ表示。

7 4

ホーネット ベ ベ Ⅲ

準優勝 ： （市川杯） チャンピオンＳ総合優勝 ：

第３位 ： （西尾クリニック杯） 敢闘賞 ：

前期総合優勝 ： （飾舵輪） ＭＣＣカップ優勝 ：

　　与えＣ表示。

（ｽﾌﾟﾚﾝﾀﾞｰｶｯﾌﾟ） ２：チャンピオンレースの得点は２レースの総合成績による。

（ＬＣ会長杯） ３：敢闘賞は４レース以上参加艇の中から選定される。

４：Ａ表示は不参加艇、非登録艇は除外。ホーネット （ＭＣＣカップ）ホーネット

後期総合優勝 ： （飾アンカー） 三河湾周航レース優勝 ：

最多ファーストホーム賞 ： （トロフィー） 佐久島レース優勝 ：

ホーネット

ホーネット （東海カップ）ホーネット

（チタカップ）



第４０回 東海チャンピオンシップ 参戦記 
   「Boomerang」 代表 沢田一彦 

   

 今年のJSAF外洋東海のレースは 「三河湾周遊レース」の最悪パターンに始まり、 すべてのレースで優勝タ

イトルが獲得出来ずに無冠に終わる一年かとメンバー一同 気落ちしていました。 

１０月２５日（日曜日）は折からの強風で 最初からワンポイントリーフを出港前に完璧にセットして臨みま

したが 結局 強風の為 ノーレースとなりました。 

 この初日のノーレースから 最小艇で強風には勝てない「Boomerang」に勝利の運が付き始めたと思います。 

 続く ３１日（土曜日）の佐久島周りのディスタンスコースは スタートして最初の渥美沖の回航ブイまでが片

登りでしたので スピード重視のセールセットがうまく風とマッチングして ３３～３５フィートに負けない艇

速で走ってくれました。 

その後 何とか先行艇 

に付いて行きましたが 

佐久島回航後のアビーム

では思い切ってジェネカ

ーを上げ 何度もブロー

ティングをしましたが、

これが功を奏し スピン

を上げていない先行艇に

グングン近付き 何とか

修正で１位を取ることが

出来ました。 

 翌日の１日（日曜日）は 正に「Boomerang ]が得意とする ３～４ｍ/ｓの軽風で、このままの風ならば何とか

勝てるという確信と 風待ちのまま今日はノーレースになり 昨日の１レースのみで優勝が決まればと メンバ

ー全員の心が揺れていました。 

 結果は 軽風の３レースを１３艇のレース艇軍団に遅れることなく付いて行くことが出来て 修正ですべての

レースで１位を取ることが出来 第４０回目の東海チャンピオンシップを完全優勝で飾ることが出来ました。   

 そして 昨年に続き ２連勝のタイトル獲得は「Boomerang」チームには大きな喜びとなり 来年のレースに 

今までに無い弾みが付きました。 

 いつもレース運営をして頂ける JFAF外洋東海のメンバーの方々には心から感謝申し上げます。 

 

 


